
共生の心をはぐくむ行事の企画・実施

体験・ふれあい・地域とのつながり

普通科
職員の想い：普通科生徒にも共生の心

をもたせたい→ 職員向けアンケート実施

＜職員から出された意見＞

福祉教養科
福祉の学習をとおして，社会福祉の発

展に貢献できる人材の育成を目指してお

り，すでに共生の心をもつ生徒を育成し

ている。

様々なボランティア活動の展開

行事の設定

（ＬＨＲ，総合学習，教科等）

福祉教育拠点校，普通科に福祉コース設置（H25から）

教育課程の検討
普通科生徒全員に福祉教科の履修

普通科福祉コースは介護員（ホームヘルパー）２級資格取得

教育課程の検討

（福祉教科履修の可能性）

ボランティア部の活性化

道徳授業（１１月１４日）
１学年すべてのクラスで

道徳授業を展開。

今後，扱う題材を検討。

進路講演会

（６月23日）

地域の企業の方

数名を講師に招いて

の講演会（１，２学年）

ＤＶ予防セミナー（７月14日）
（それって『愛』なの？

若者のためのＤＶ予防

セミナー）。（全学年）

「道徳」授業の活用

（千葉県では，平成２５年度

から導入）

絵本の読み聞かせ講習会

（６月16日）
県立中央図書館職員に講師を依頼。

職員，生徒（絵本研究部，図書委員会，

有志）あわせて46名参加。

絵本研究部春の講演

（４月28日）

地域の方を招いての

講演会。

福祉体験学習（10月17日）
福祉マインド育成に向けた

体験活動(高齢者体験，

車椅子体験)（１学年）

高校生と赤ちゃんの

ふれあい体験授業

（11月10日～21日）
松戸市在住の母子との

ふれあい。命の大切さ，

育児の大変さを知る。（２学年家庭科）

ＪＲＣ部

・リーダーシップトレーニング

センターへの参加

・募金活動

・献血の呼びかけ

障がいのある児童との交流（５月１日）

地元農家のボランティア

グループが企画。

障がいのある児童

とともに，田植え体験

を行った。

とどけよう from千葉（９月11日）

福島県双葉町民の方々が避難所として

使用している埼玉県旧騎西高校を訪問

し，あそびの出前を行った。

産業教育フェア

（８月26日～28日）

セニアカー試乗，点字体験

コーナーを設置し参加。

松戸まつり

（10月１日，２日）

輪投げによる募金活動。

青少年非行防止キャンペーン

（10月２２日）

街頭で，非行防止パンフレットを

配布。
障がいのある児童との交流（10月30日）

自閉症を抱えた子どもたちとマザー牧場へ。

矢切こどもまつり（11月13日）

福祉教養科生徒による点字体験のほか，絵本研究部，吹

奏楽部が参加。また，１０名以上の有志（野球部生徒，

普通科生徒，福祉教養科生徒）が会場の設営，弁当の手

配など，自主的ボランティアとして手伝った。

防災訓練（10月31日）
防災訓練をとおして，地元

の消防署員とふれあう。

通信を月１発行。

ボランティアの計

画・呼びかけ・実施

まで行う，まさに

ボランティアのセ

ンター的存在。

特別支援学校

訪問部交流

特別支援学校訪問部交流

芸術鑑賞会

（11月24日）

今年度は京劇。

異文化を知る。

ボランティア活動や行事の実施により，共生の

心が身についたかどうかを検証し，次年度に向け，

行事や活動の見直しを図る。

松戸向陽の挑戦は，まだ始まったばかり・・・

全
職
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で
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年
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途
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で
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絵本研究部の活動は，

第15回ボランティア・

スピリット賞（アワード）

コミュニティ賞を受賞しました。

松戸秋山，矢切の共生

２，３学年は，旧秋山,矢切の混合クラス。

お互いを尊重して学校生活を送っている。

福祉施設等のイベントに参加

ボランティアセンター開設（９月１日）

New Orange Volunteer center

場所 ４階

時間 月・水・金の昼休み

月・水の放課後

校名の由来：太陽に向かって大輪の花を咲かせる向日葵のように，常に周りに温かさをもたらすことのできる福祉

マインドを持った生徒を育む学校になって欲しいとの願いを込め，位置を示す「松戸」の後に「向陽」と付しました。

校訓 向学・自立・共生

ボランティアセンター開設

により，普通科生徒にとって，

ボランティア活動がより身近

な存在となった。


